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２０１７年５月号 

本月報はルーマニアの報道をもとに，日本大使館がとりまとめたものです。 

平成２９年６月９日 

在ルーマニア大使館作成 

 

Embassy of Japan in Romania 

http://www.ro.emb-japan.go.jp 

 

（AG：アジェルプレス通信，ZF：ズィアルル・フィナンチアル紙，NO：ナインオクロック紙） 

主要ニュース 

【内政】●ＰＮＬ党首選への立候補が締め切られ，オルバン元副党首及びブショイ欧州議会議員の２名が立候補

を届け出た。 

【外政】●ユンカー欧州委員会委員長は，ルーマニアを訪問し，ヨハニス大統領及びグリンデアーヌ首相と協議

を行った。 

●ガブリレスク副首相兼環境相は，中国で開催された「一帯一路」国際協力ハイレベルフォーラムに 

ルーマニア代表として出席した。 

【経済】 ●２０１７年第１四半期のＧＤＰ成長率（推定値）は対前年同期比５．７％（季節調整前）及び 

５．６％（季節調整後）。 

     ●公共財務省は，４月末のルーマニアの財政収支は約１３億５，０００万レイ（約３億ユーロ）， 

対ＧＤＰ比で０．１７％の黒字であったと発表。 

【我が国との関係】●石井大使は，ヴァシレスク労働・社会公正大臣，ヴァレカ研究・イノベーション大臣， 

ビロ下院外交委員長，ドゥミトレスク上院外交委員長及びバダラウ上院副議長をそれぞれ

表敬し，意見交換を行った。 

 

内政

■恩赦法制定を巡る動き 

・３日，議会上院法務委員会において，恩赦法の対象

に汚職に関する罪（贈収賄罪，職権濫用罪）で禁固３

年以内の判決を受けた者を対象に含める法案改正が賛

成５票（ＰＳＤ，ＡＬＤＥ，ＰＭＰ），反対３票（Ｐ

ＮＬ，ＵＳＲ，ＵＤＭＲ）で可決されたことを受けて，

同日夕，首相府前で，１，０００～２，０００名規模

の抗議デモが行われた。 

 

【政党略称】 

・ＰＳＤ：社会民主党。与党・中道左派 

・ＡＬＤＥ：自由民主主義同盟。与党・中道右派 

・ＰＭＰ：国民の運動党。野党・中道右派 

・ＰＮＬ：国民自由党。野党・中道右派 

・ＵＳＲ：ルーマニア救出同盟。野党・反既存政党勢

力 

・ＵＤＭＲ：ハンガリー人民主同盟。閣外協力・ハン

ガリー系民族政党 

 

・４日，前３日に起きたデモを受け，上院法務委員会

は恩赦法案改正に関する採決を再度行い，恩赦の対象

に汚職に関する罪を犯した者を含めるという前日可決

された改正内容を撤回した。ＰＳＤ，ＡＬＤＥ議員は

同採決を棄権した。 

・８日，上院法務委員会は，恩赦法案を上院本会議に

提出したが，同日，与党連合（ＰＳＤ＋ＡＬＤＥ）は，

同法案は政府原案のまま議会採決にかけられなければ

ならないとして，法案を上院法務委員会に差し戻した。 

・１０日，ドラグネアＰＳＤ党首は，ＰＳＤは恩赦法

の制定を悪用すべきではない，ニコラエ上院法務委員
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長（ＰＳＤ）は，同法案の改正に対する党からのマン

デートを得ていなかったと述べ，同委員長の解任を発

表した。 

・２３日，議会上院本会議は，上院法務委員会から恩

赦法案に関する意見書が期限内に提出されなかったと

して，同法案をサイレントプロシージャー（特段の反

対のない限り無審議・無採決で法案を通過させる手続

き）に付すことを決定した。同法案は２９日に上院を

通過し，最終議決機関である議会下院に送付された。

政府原案のまま上院本会議を通過した同法案では，禁

固５年以内の有罪確定者（汚職の罪及び暴力罪で有罪

となった者を除く）が恩赦の対象となる。 

 

■有罪判決を受けた者の閣僚就任を禁じる法律の合

憲性に関する憲法裁判所判断 

・４日，憲法裁判所は，有罪判決を受けた者の閣僚就

任を禁じる法律の合憲性判断を求める訴えに対して，

同訴えを棄却する判断を下した。憲法裁判所による判

断は最終のもの。 

これにより，２０１２年７月に行われたバセスク大

統領（当時）罷免の是非と問う国民投票に際して違法

な手段により有権者を動員したとして禁固２年の有罪

（執行猶予付）が確定しているドラグネアＰＳＤ党首

（下院議長）は，同法律を改正しない限り，首相職に

は就けないこととなった。 

 

■２００９年大統領選挙調査委員会の設置 

・１１日，議会上下両院合同会議は，賛成２４１票，

反対８６票で，２００９年の大統領選挙に関する調査

委員会の設置を決定した。同委員会の委員長にはフィ

フォル上院議長が就任した。 

本件委員会の設置は，本年４月，アンドロニク「エ

ヴェニメントゥル・ズィレイ」紙編集長が，大統領補

佐官時代の経験として，２００９年に行われた大統領

選挙決選投票の際に情報機関関係者等が参加する秘密

会合が催され，バセスク候補が勝利するよう選挙結果

が操作されたことを示唆する記事が発表されたことを

受けたもの。 

・２２日，アンドロニク「エヴェニメントル・ズィレ

イ」紙編集長が参考人招致された。 

・２３日，２００９年大統領選挙に立候補していたジ

ョアナ元ＰＳＤ党首が同委員会に参考人招致された。 

 

■ＰＮＬ党首選に向けた動き 

・９日，６月１７日の党大会において行われるＰＮＬ

党首選への出馬が取り沙汰されていたプレドイウ同党

第一副党首は，同党首戦に立候補しない意向を表明し

た。同党党首選には，これまでオルバン元下院議員及

びブショイ欧州議会議員（いずれも旧ＰＮＬ所属）が

立候補の意向を表明しており，旧ＰＤＬ（民主自由党）

所属のプレドイウ第一副党首の不利が報じられていた。 

・１５日の締切りまでに党首選立候補を届け出たのは

両候補のみ。ブショイ欧州議会議員（同党ブカレスト

支部長）はヨハニス大統領に近い人物。他方，オルバ

ン元下院議員は，昨年の議会総選挙前に汚職に関する

刑事捜査が及んだことを受けて（その後，不起訴）下

院議員及び同党副党首の職を辞しているが，報道によ

れば，現時点での有利が伝えられている。 

 

■その他 

【ドラグネアＰＳＤ党首のＵＤＭＲ党大会出席】 

・１３日，ドラグネアＰＳＤ党首は，ザラウ市（サラ

ージュ県。ルーマニア北西部）で開催されたＵＤＭＲ

党大会に出席し，ＵＤＭＲはすでに与党連合と閣外協

力関する協定を締結しているが，同党は次の段階に踏

み出しても良いはずだと述べ，ＵＤＭＲの与党入りを

歓迎する意向を示唆した。 

 

【ダンＵＳＲ党首の再選】 

・１２－１４日かけて，クルージュ＝ナポカ市（クル

ージュ県。ルーマニア中部）においてＵＳＲ党大会が

開催され，ダン同党党首が再選した。 

 

■世論調査結果 

・１５日付当地報道は，世論調査機関ＩＭＡＳが「レ

アリターテアＴＶ」（中道右派，ヨハニス大統領寄り）

からの依頼を受けて４月に行った支持政党等に関する

世論調査の結果について報じた。概要は次のとおり。 
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【支持政党】 

・ＰＳＤ： ４０．６％ 

・ＰＮＬ： ２５．４％ 

・ＡＬＤＥ： ８．４％ 

・ＵＳＲ：  ８．２％ 

 

【主な公的人物の信頼度】 

・ヨハニス大統領：  ３５．２％ 

・グリンデアーヌ首相：３３．９％ 

・ドラグネア下院議長：２４．２％ 

 

・１７日付当地報道は，世論調査機関 Avangarde（中

道左派寄り）が行った将来の大統領選挙候補者に対す

る支持率等に関する世論調査の結果について報じた。

概要は次のとおり。 

 

【支持政党】 

・ＰＳＤ： ４４％ 

・ＰＮＬ： ２４％ 

・ＵＳＲ： １２％ 

・ＡＬＤＥ： ８％ 

・ＵＤＭＲ： ５％ 

・ＰＭＰ：  ３％ 

 

【主な公的人物の信頼度】 

・フィレア・ブカレスト市長：５９％ 

・グリンデアーヌ首相：   ４８％ 

・ヨハニス大統領：     ４７％ 

・タリチャーヌ上院議長：  ４４％ 

・ポンタ元首相：      ３９％ 

 

【将来の大統領選挙においてフィレア候補とヨハニス

候補が決選投票に残ったらどちらに投票するか】 

・フィレア候補： ４４％ 

・ヨハニス候補 ：４０％ 

 

外政 

■主な要人往来 

・３－４日，グリンデアーヌ首相は，イスラエルを訪

問し，リヴリン大統領及びネタニヤフ首相と個別に会

談を行った。 

・４日，メレシュカーヌ外相は，独ルーマニア友好条

約２５周年に際してルーマニアを訪問したロート独国

務大臣（欧州担当）と会談を行った。 

・９日，グリンデアーヌ首相は，オーストリアを訪問

し，ケルン首相と会談を行った。 

・１１日，ユンカー欧州委員会委員長はブカレストを

訪問し，上下両院総会で演説した他，ヨハニス大統領

及びグリンデアーヌ首相と協議を行った。 

・１５日，メレシュカーヌ外相は，ブリュッセルで開

催されたＥＵ外務理事会に出席した。 

・１６日，ビルチャル欧州問題担当相は，ブリュッセ

ルで開かれたＥＵ総務理事会に出席した。 

・１８日，グリンデアーヌ首相は，ルーマニアを訪問

したヴェステアー競争政策担当欧州委員と協議を行っ

た。 

・１８－１９日，メレシュカーヌ外相は，キプロスで

開催された欧州評議会閣僚委員会に出席した。 

・１９日，ビルチャル欧州問題担当相は，モルドバを

訪問し，モラリ外務・欧州問題担当副大臣と共に，ル

ーマニア・モルドバ欧州統合政府間委員会の議長を務

めた。 

・２２日，メレシュカーヌ外相は，イスタンブールで

開催された黒海経済協力機構の会合に出席し，モルド

バ，ジョージア及びウクライナの欧州統合への支援に

ついて述べた。 

・２２日，ビルチャル欧州問題担当相は，ブリュッセ

ルで開かれた２７ヶ国でのＥＵ総務理事会に出席した。 

・２３日，メレシュカーヌ外相は，ルーマニアを訪問

したファーイズ・ヨルダン上院議長と会談を行った。 

・２４日，グリンデアーヌ首相は，ルーマニアを訪問

したラタス・エストニア首相と会談を行った。 

・２５日，ヨハニス大統領は，ブリュッセルで開催さ

れたＮＡＴＯ首脳会合に出席した。 

・２６－２７日，メレシュカーヌ外相は，スロバキア

で開催されたＧＬＯＢＳＥＣ（安全保障に関する国際

フォーラム）に出席した。 
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・２９日，チャールズ英皇太子は，クルージュ・ナポ

カのバベシュ・ボヤイ大学を訪問し，名誉博士号を授

与された。 

・３１日，メレシュカーヌ外相は，ニューヨークを訪

問し，国連安保理非常任理事国（２０２０－２１）へ

の選出に向けた働きかけを開始する。６月３日まで滞

在し，グテーレス国連事務総長等と会談を行う予定。 

 

■ＥＵ関係 

・１１日，ルーマニアを訪問したユンカー委員長は，

協力・検証メカニズムに基づくルーマニアの司法改革

及び汚職対策について，ヨハニス大統領と協議を行っ

た。 

また，ＥＵの複数の統合速度を望んでいないことを

明言し，欧州を分断する新たな鉄のカーテンを設置す

る考えがないことを強調した。更に，ルーマニアが，

シェンゲンに加盟することを強く望んでいると述べた。 

 

【難民問題】 

・１６日，欧州委員会の発表した報告書によると，こ

れまでにルーマニアは，難民の割り当て人数４１８０

人に対し５６８人を受け入れている。間もなく，ＥＵ・

トルコ間の協定に基づくトルコからの難民受け入れを

実施する予定である。 

 

■中国関係 

・１４－１５日，ガブリレスク副首相兼環境相は，中

国で開催された「一帯一路」国際協力ハイレベルフォ

ーラムにルーマニア代表として出席した。 

同副首相は，「政策協調と開発戦略シナジー」分科

会において，ルーマニアがＥＵ・中国戦略的パートナ

ーシップの考え方を完全に支持し，その実現に参画し

ていると述べた。また，「一帯一路」構想の下で実施

されるプログラムに対するルーマニアの優位性として，

黒海（欧州と中東，コーカサスを繋ぐ）最大のコンス

タンツァ港を有することなどを挙げた。 

 

■北朝鮮関係 

・１５日，ルーマニア外務省は，北朝鮮による弾道ミ

サイル発射実験を非難するプレスリリースを発出した。

また，２２日にも，同様にミサイル発射実験を非難す

るプレスリリースを発出。 

 

■米国関係 

・１８日付報道によると，トランプ米大統領の子息（ド

ナルド・トランプ Jr.及びバロン・トランプ）が，ル

ーマニア議会等の招待により，それぞれジュルジウ，

クルージュ等を訪問し，数日間を過ごす予定（時期は

明らかにはなっていない）。 

 

■英国関係 

・２３日，グリンデアーヌ首相は，マンチェスターで

発生した爆破テロ事件を受けて，犠牲者及び負傷者の

家族，また，すべての英国民への深い同情の念を示し

た。 

 

■軍事・安全保障関係 

・２３日，米「フォーリン・ポリシー」紙が，ドイツ

軍がルーマニア，オランダ及びチェコ軍を独軍に統合

することによってＮＡＴＯと並行して暗黙のうちに欧

州軍を創設しようとしていると報じたのに対し，レシ

ュ国防相は，独軍への各国部隊統合はＮＡＴＯの決定

に従って行われているものであり，ＮＡＴＯの枠組み

から離れて行われているものではないと反論した。 

・２５日，ＮＡＴＯ首脳会合に出席したヨハニス大統

領は，ワーキングディナーに先立ち，トランプ米大統

領，メルケル独首相，マクロン仏大統領，トルドー加

首相等と短時間の協議を行った。また，ドゥダ・ポー

ランド大統領と二国間会談を実施した。 

ヨハニス大統領は，黒海周辺の地域情勢への懸念を示

すと共に，ロシアに対する統一された対応を望むと述

べた。また，ＮＡＴＯの軍事演習やテロ対策は，ＮＡ

ＴＯの存在感を高めるものとなっていると付言した。 

 

経済 

■マクロ経済 

（特に記載のない限り，対前年比又は前年同期比，季

節調整後，出典は国家統計局ＩＮＳ） 
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【３月分統計】 

（１）鉱工業 

 ２月 ３月 

工業生産高  ５．５％ ８．２％ 

工業売上高(名目)  ７．５％ １４．４％ 

工業製品物価指数 ３．９％ ３．９％ 

新規工業受注高(名目)  ９．８％ １８．９％ 

工業生産高，工業売上高（名目）及び新規工業受注

高（名目）が加速。 

 

（２）販売 

 ２月 ３月 

小売業売上高 

(自動車・バイクを除く)  
７．８％ ７．７％ 

自動車・バイク売上高 １５．６％ １８．５％ 

小売業売上高 

（ユーロスタット） 

ユーロ圏 

１．８％ 

 

EU２８か国 

２．２％ 

 

ユーロ圏 

２．３％ 

 

EU２８か国 

２．５％ 

自動車・バイク売上高が加速。 

なお，３月の小売業売上高（ユーロスタット）対前

年同月比では，スロベニア（＋１０．４％）が最も増

加し，次いでルーマニア（＋９．１％）及びルクセン

ブルク（＋７．８％）。 

 

（３）その他 

建設工事 １月 ２月 

▲９．１％ ▲６．１％ 

建設工事がやや改善。 

 

（４）輸出入 

輸

出 

２月 ３月 

€５０億７,１００万 

(５．４％) 

€５７億１,１００万 

(１５．９％) 

RON２２８億６,２８０万 

(５．７％） 

RON２５９億１,９１０万 

(１７．８％） 

輸 €５７億２，３６０万 €６７億６，６７０万 

入 （５．５％） （１４．８％） 

RON２５８億７１０万 

（５．９％） 

RON３０７億１,１００万 

（１６．７％） 

  

 【１月～３月分統計】 

（１） 鉱工業 

 ２月 ３月 

工業生産高  ５．６％ ６．７％ 

工業売上高(名目)  ８．７％ １０．９％ 

新規工業受注高(名目)  ９．２％ １２．７％ 

新規工業受注高（名目）が加速。 

 

（２）販売 

 ２月 ３月 

小売業売上高 

(自動車・バイクを除く)  
７．１％ ７．４％ 

自動車・バイク売上高 １４．２％ １６．１％ 

自動車・バイク売上高が加速。 

 

（３）その他 

建設工事  ２月 ３月 

▲７．６％ ▲６．４％ 

 

（４）輸出入 

輸

出 

２月 ３月 

€９７億４,９９０万 

(９．２％) 

€１５４億６,０５０万 

(１１．５％) 

RON４３９億４,５７０万 

(９．１％） 

RON６９８億６,２６０万 

(１２．２％） 

輸

入 

€１１０億８９０万 

（１０．９％） 

€１７７億７，８００万 

（１２．４％） 

RON４９６億２,３５０万 

（１０．９％） 

RON８０３億４,４９０万 

（１３．１％） 

貿

易

収

支 

▲€１２億５，９００万 

（▲€２億６,７５０万） 

▲€２３億１，７５０万 

（▲€３億６,１５０万） 

▲RON５６億７,７８０万 

（▲RON１２億１，９３０万） 

▲RON１０４億８,２３０万 

（▲RON１７億１,４６０万） 
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 【４月分統計】 

・消費者物価指数  

 ３月 ４月 

全体 ０．１８％ ０．６１％ 

食料品価格 １．６７％ ２．２４％ 

非食料品価格 ▲０．２５％ ０．２５％ 

サービス価格 ▲１．３９％ ▲１．３５％ 

消費者物価指数 

（ユーロスタット） 

ユーロ圏 

１．５％ 

EU２８か国 

１．６％ 

ユーロ圏 

１．９％ 

EU２８か国 

２．０％ 

 ４月の消費者物価指数（ユーロスタット）対前年同

月比では，ルーマニア（０．６％），アイルランド（０．

６％）及び スロバキア（０．８％）が最も低い。 

 

【その他統計】 

・１６日，ＩＮＳはルーマニアの２０１７年第１四半

期のＧＤＰ成長率（推定値）を対前期比１．７％（季

節調整後），また対前年同期比では５．７％（季節調整

前），５．６％(季節調整後)としそれぞれ据え置いた。 

 

■ＩＭＦ，国際機関関係 

・１０日，欧州復興開発銀行（ＥＢＲＤ）はルーマニ

アの２０１７年の経済成長予測を，２０１６年１１月

時点での３．７％から，４．０％に修正した。増とし

た。（１０日付ＡＧ） 

・１１日，欧州委員会によって発表された経済予測に

よると，２０１７年のルーマニアの経済成長は４．３％

の増加となり，２０１６年末の４．４％の予測を下回

った。下方修正の主な理由としては，ルーマニアの過

剰財政赤字，統一給与法等が考えられる。（１１日付Ａ

Ｇ） 

 

■産業界の動向 

・２日，フランス自動車製造者委員会（ＣＣＦＡ）に

よると，４月におけるフランスでのダチア新規登録台

数は１０，７４６台になり，対前年同月比で５．３％

減少した。フランスの自動車市場全体は６．０％減少

した。１月～４月にかけては，ダチア新規登録台数は

４万８９８台になり，対前年同期比で２．４％増加し

た。１月～４月にかけて，フランスの自動車市場全体

は２．０％増加した。 

・２日，RE/MAX（アメリカのグローバルな不動産ネッ

トワーク）の分析によると，ルーマニアの都市部の住

宅やアパートの価格は，２０１６年の水準と比較して

２０１７年末までに８-１０％上昇すると予想される。

ルーマニアでは，２０１６年に都市部のアパートの平

均販売価格は１，１５０ユーロ/平方メートルであった。

（２日付ＡＧ） 

・３日，Ａｕｔｏｖｉｔ．ｒｏのデータによると中古

車市場は，２０１７年第 1四半期に前年同期から倍増

し，１３万台に達した。（３日付ＡＧ） 

・１０日，ブカレストの土地市場では，昨年，１１０

億ヘクタールの土地が取引され，２０１５年に比べて

１４４％増となった。不動産会社の Cushman & 

Wakefield Echinoｘの調査によると，不動産土地取引

額は１億２，７００万ユーロで，前年より４１％増加

した。（１０日付ＡＧ） 

・１２日，ルーマニア運転免許証・自動車登録局（Ｄ 

ＲＰＣＩＶ）によると，４月の新車登録台数は９，７

７６台に達し，対前年同月比で約０．４０％増加した。 

・１６日，欧州自動車工業会（ＡＣＥＡ）によると，

４月におけるヨーロッパでのダチア自動車新規登録台

数は３万６，８１６台となり，対前年同月比で２．５％

減少した。１～４月にかけては，ダチア自動車新規登

録台数は１４万５，８６３台となり，対前年同月比で

６．１％増加した 。 

・２３日，ルーマニア自動車生産者輸入業者協会(ＡＰ

ＩＡ)によると，１～４月の車両販売台数は４０，５８

１台で，対前年同月比で１２．６％増加した。２０１

７年１～４月のメーカー別自動車販売は１位がダチア

(８，３４１台，市場シェア：２６％，対前年同期比で

７．６％増加)で，次いで Volkswagen(３，７９３台，

市場シェア：１１．８％，対前年同期比で２４％増加)，

Skoda(３，０５５台，市場シェア：９．５％，対前年

同期比で３．９％増加)，Renault（２，４２９台，市

場シェア：７．６％，対前年同期比で３５．９％増加)，

Ford（２，３６１台，市場シェア：７．４％，対前年
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同期比で２６．１％増加），Opel（１，４７０台，市場

シェア：４．６％，対前年同期比で３５．２％増加））。 

 

■公共政策 

・３１日，欧州基金省は，欧州基金（２００７～２０

１３年）の２０１７年５月末の執行率を９０．４４％

と発表。１月末から不変。 

 

■財政政策 

・２日，国税庁（ＡＮＡＦ）は，２０１７年の最初の

４カ月間に６８４億５，０００万レイ（約１５２億１，

１００万ユーロ）を徴税し，２０１６年の同じ期間に

比べて２．７１パーセント増加したと発表した。（２日

付ＡＧ） 

・２５日，公共財務省は，４月末のルーマニアの財政

収支が約１３億５，０００万レイ（約３億ユーロ），対

ＧＤＰ比で０．１７％の黒字であったと発表。３月末

の財政収支は約１５億２，３５０万レイ（約３億３，

８５０万ユーロ），対ＧＤＰ比で０．１９％の黒字であ

った。 

 

■金融等 

・２日，４月末の外貨準備高は３５９億６，０００万

ユーロ（３月末の３４６億９，５００万ユーロから増

加），金準備高は１０３．７トンで不変。(ルーマニア

中央銀行：ＢＮＲ) 

・５日，ＢＮＲは，政策金利を年率１．７５％で据え

置くことを決定した。最低準備率は，５月２４日から

外貨建で１０％から８％に引き下げ，レイ建は現行の

８％で維持。(ＢＮＲ） 

・１５日，３月末の経常収支等について次のとおり発

表。 

（１） 経常収支は６億９，０００万ユーロの赤字。な

お，前年同期には３億１，４００万ユーロの赤字であ

った。 

（２）外国直接投資 (ＦＤＩ) は，１０億７，５００

万ユーロ。なお前年同期は７億７，５００万ユーロ。 

（３）中長期対外債務は，２０１６年末から不変で，

６８９億６，８００万ユーロ (対外債務全体の７

４％) 。 

（４）短期対外債務は，２０１６年末から３．５％増

加して，２４２億２，４００万ユーロ (対外債務全体

の２６％) 。(ＢＮＲ) 

 

■労働・年金問題等 

・２日，ＩＬＯ基準による３月末の失業率は２月末の

５．４％から０．１％ポイント減少し，５．３％であ

った。(ＩＮＳ) 

・９日，３月の平均給与(グロス)は，３，２５６レイ(約

７２４ユーロ)で，対前月比で４．８％増加。平均給与

(手取り) は２，３４２レイ (約５２１ユーロ) で，対

前月比で１０６レイ（４．７％）上昇。なお，平均給

与(手取り)が最も高かった業種は，ＩＴ＆Ｃ分野(５，

８８０レイ，約１，３０７ユーロ)で，反対に最も低か

ったのは宿泊・飲食業(１，３６９レイ，約３０４ユー

ロ)であった。(ＩＮＳ) 

・３日，国家雇用庁（ＡＮＯＦＭ）は，３月末の失業

率を，２月末の失業率から０．１６％ポイント減少し，

また，前年３月末の失業率から０．２３％ポイント低

下して，４．５５％となったと発表。 

・３１日，ＩＬＯ基準による４月末の失業率は３月末

の５．３％から不変であった。(ＩＮＳ) 

 

■格付（２０１７年６月９日付） 

Fitch  外貨建長期(国債) ＢＢＢ－ (安定的） 

    自国通貨建長期  ＢＢＢ  (安定的) 

 

Ｓ＆Ｐ 外貨建長期    ＢＢＢ－（安定的） 

自国通貨建長期  ＢＢＢ－（安定的） 

 

ＪＣＲ 外貨建長期    ＢＢＢ  (安定的） 

自国通貨建長期  ＢＢＢ+ （安定的） 

（内はアウトルック） 

 

我が国との関係 

・石井駐ルーマニア大使は，ヴァシレスク労働・社会

公正大臣（８日），ヴァレカ研究・イノベーション大

臣（２３日），ビロ下院外交委員長（ＵＤＭＲ）（９
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日），ドゥミトレスク上院外交委員長（ＰＳＤ）（１

７日），バダラウ上院副議長（ＰＳＤ）（２４日）を

それぞれ表敬し，両国間の議会間関係や経済関係の強

化等について意見を交換した。 

・３日，ブカレスト国立美術館にて柳澤紀子氏の版画

展覧会「夢の地面」が始まった。 

・１９日，ルーマニア・アメリカン大学の「Zilele 

Culturii Japoneze」で，アニメ「攻殻機動隊」の上映

会，及び神山健治監督等アニメ制作者のトークショー

が行われた。 


